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令和５年度 事業報告書 

 

Ⅰ 事業運営 

 令和５年度は、「米百俵プレイス ミライエ長岡」の一部オープンを機に、「米百俵」の精神や財

団の活動をより一層、発信するとともに、「米百俵未来塾」をはじめとする各種人材育成事業の実施

をとおして、豊かな感性を持ち、新しい時代を生きる子ども等の育成を行った。 

また、ミライエ長岡全館オープンに向け、長岡市や関係機関と協議しながら、「新しい米百俵」の

理念にかなう人材育成事業の実施体制について検討を行うとともに、戦略的に財団の活動や「米百

俵」の精神の発信を行った。 

 

１ 大学等奨学金貸与事業 

大学生等に対して奨学金の貸付けを行った。 

〔貸付人数（採用年度別）〕 

平成30年度生１人   平成２年度生13人   令和３年度生21人 

令和４年度生34人   令和５年度生35人   合計104人 

 

２ 高校留学奨学金給付事業 

(1) 長期（年間）留学に対する奨学金の給付 

    選考決定者数１人（応募者数１人） 

    （留 学 先）ベルギー 

 (2) 短期留学に対する奨学金について、新規の応募はなかった。 

 

３ 中小企業従業員・農業者派遣研修助成事業 

中小企業従業員派遣研修費助成金の交付 合計 12 人 

（研修先）長岡産業活性化協会 NAZE３人、公益財団法人にいがた産業創造機構３人、 

長岡電気工事職業訓練協会２人、中小企業大学校三条校１人、その他３人 

 

４ 「米百俵」書籍の頒布等による啓発事業 

   米百俵の精神の普及啓発のため、各種書籍等の頒布等を行った。 

 書 籍 等 令和５年度状況 

１ 「米百俵 小林虎三郎の思想」 有料頒布 18 冊、献本 1冊 

２ ドナルド・キーン氏英訳 

「One Hundred Sacks of Rice」 

有料頒布 5 冊、献本 21冊 

３ 米百俵読本「米百俵 小林虎三郎物語」 市内小学生配付 2,339 冊 

有料頒布 36 冊、献本 52冊 

４ 「米百俵―その先の未来へ―」 有料頒布 8 冊、献本 2冊 

５ アニメＤＶＤ「長岡の侍～米百俵～」 有料頒布 13 枚、寄贈 1枚 
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５ 中学生海外体験派遣事業 

長岡市国際交流協会と連携し、長岡市姉妹都市（ホノルル）への中学生海外派遣を行い、将来、国際

的に活躍する人材の育成を図るとともに、事前研修で「米百俵」の精神を学ぶ時間を設け、現地での普

及啓発に繋げる取り組みを行った。 

（実施状況） 

 ・ホノルル訪問 中学１年生 15 人（訪問期間：令和６年１月７日から 13 日まで ７日間） 
 

※フォートワース訪問については、新型コロナウイルス感染防止のため、令和５年度当初に予定してい

たとおり実施しなかった。 

 

６ 新しい米百俵事業 

  子どもたちの視野を広げ、問題解決力や柔軟な発想力、自ら未来を切り拓く力を持つ人材を育成す

るため、様々な分野の講座を開催した。 

(1) 米百俵未来塾（開府400年寄附金充当事業） 

人材育成に取り組む市内の団体と連携し、「米百俵」の精神をはじめ芸術、スポーツなど全６

回にわたる多面的な講座を開催した。 

   （対象者） 小学４年生～中学３年生 

 （参加者） 小学生40人、中学生６人、計46人 

（講 座） 令和５年８月８日～12月16日 全６回開催（開校式８月８日、修了式12月16日） 

（共同主催団体） 長岡市芸術文化振興財団、長岡市国際交流協会、長岡市スポーツ協会、 

長岡花火財団、ながおか・若者・しごと機構、まちなかキャンパス長岡 

 

(2) プログラミング教育（開府400年寄附金充当事業） 

   連携団体等での実施がなかったため、令和５年度は支援を実施しなかった。 

 

(3) 芸術・文化活動の体験 

   長岡市芸術文化振興財団と連携し「東京フィルハーモニー交響楽団 長岡特別演奏会」において 

一般より安価な特別席を用意し、長岡の子どもたちが本物の芸術・文化に触れる機会を提供した。 

   （対象者） 小学４年生～中学３年生 

（開催日） 令和６年３月24日（日） 

（会 場） 長岡市立劇場 大ホール 

 （参加者） 125人 

 

(4) 「米百俵デー市民の集い」の実施 

第４期米百俵未来塾修了生による活動報告を実施し、人材育成事業の取り組みや「米百俵」の精神

を発信するとともに、新井紀子氏による講演会を実施した。 

（開催日） 令和５年６月３日（土）  

（会 場） 長岡リリックホール コンサートホール 

（内 容） 第１部 米百俵未来塾修了生による活動報告 

         第２部 記念講演会 新井 紀子 氏（国立情報学研究所 社会共有知研究センター長・教授） 

             テーマ「AI時代を生き抜くために ～今、必要な力とは～」 

    （参加者） 約 250 人 

2



Ⅱ 財団運営 

１ 理事会の開催状況 

第１回理事会（令和５年６月１日） 

    第１号議案 令和４年度事業報告及び財務諸表等について 

    第２号議案 後任評議員候補者の推薦について 

    第３号議案 主たる事務所の所在地の変更について 

第４号議案 奨学生選考委員会規程の改正について 

第５号議案 資産の運用方針について 

第６号議案 令和５年度定時評議員会の招集について 

     報告事項   理事長の職務の執行状況について、令和５年度奨学生の選考結果について 

第２回理事会（令和５年７月 26 日） ※決議の省略の方法による 

後任理事候補者の推薦について 

後任評議員候補者の推薦について 

令和５年度第１回臨時評議員会の招集について 

第３回理事会（令和６年３月８日） 

第１号議案 令和６年度事業計画及び収支予算について 

    第２号議案 奨学金貸付規程の改正について 

第３号議案 中小企業従業員・農業者派遣研修助成規程の改正について 

第４号議案 臨時職員等就業規程の改正について 

第５号議案 令和５年度第２回臨時評議員会の招集について 

    報告事項   奨学金返還の滞納状況について、『三島億二郎物語』出版への協賛について 

理事長の職務の執行状況について、米百俵未来塾の活動報告について 

２ 評議員会の開催状況 

   定時評議員会（令和５年６月 19 日） 

    報告事項  令和４年度事業報告について 

    第１号議案 令和４年度財務諸表等について 

    第２号議案 評議員の補欠選任について 

    その他  令和５年度奨学生の選考結果について、令和５年度第１回理事会決議事項について 

第１回臨時評議員会（令和５年８月 21 日） ※決議の省略の方法による 

 後任理事の補欠選任について 

後任評議員の補欠選任について 

第２回臨時評議員会（令和６年３月 29 日） 

 報告事項  令和５年度第３回理事会決議事項について、奨学金返還の滞納状況について、 

『三島億二郎物語』出版への協賛について、米百俵未来塾の活動報告について 
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３ 役員一覧（令和６年３月 31 日現在） 

   理 事 長：水流 潤太郎（１名、非常勤） 

   副理事長：金澤 俊道（１名、非常勤） 

   理  事：青柳 成俊、恩田 真弓、ジョーンズ文穂、鈴木 勇二、高野 真規、 

武田 雅敏、原  和彦、平石  明、村山 光博、渡邊 泰崇（10 名、非常勤） 

   評 議 員：荒木  正、石田 幸雄、大原 興人、小川 桂子、加藤 尚登、 

鎌土 重晴、小林 啓之、佐々木順子、羽賀 友信、広川 和義（10 名、非常勤） 

   監  事：唐橋 浩輔、長津 和彦（２名、非常勤） 
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一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３項に規定する

「事業報告の内容を補足する重要な事項」はありません。

事業報告の附属明細書
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１．重要な会計方針

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券・・償却原価法によっている。ただし、取得価額と債券金額との差額に重要性が乏し

い場合は償却原価法を適用しない。

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産・・・・・・・最終仕入原価法による原価法によっている。

(3) 固定資産の減価償却の方法

①ソフトウェア・・・・定額法によっている。

(3) リース取引の処理方法

　リース会計基準適用初年度開始前（平成２０年３月３１日以前）の所有権移転外ファイナンス・リース

取引並びにリース会計基準適用後（平成２０年４月１日以後）の所有権移転外ファイナンス・リース取引

の内、リース料総額が少額（３百万円以下）のリース取引及びリース期間１年以内のリース取引について

は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　なお、未経過リース料総額は、156,750円である。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

投資有価証券

定期預金

普通預金

特定資産

奨学事業積立資産

奨学金貸付金

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産

投資有価証券

定期預金

普通預金

特定資産

奨学事業積立資産

奨学金貸付金

財　務　諸　表　に　対　す　る　注　記

小　　計

合　　計

1,860,212,642 (1,860,212,642)

小　　計

合　　計

(0)

(0)

1,868,731,478

科　　　目
（指定正味財産
からの充当額）

596,455,300 (596,455,300)

当期末残高

525,153,928

（うち負債に
対応する額）

1,860,212,642

小　　計

小　　計 (738,603,414)

721,326,830 (721,326,830)

738,603,414

(525,153,928) －

－

－

8,637,584

8,639,000

(0)

(0)

(8,639,000) (0)

1,121,609,228 (1,121,609,228)

1,121,609,228186,233,521

383,573,921

(0)

－

－

当期減少額

738,603,414

596,455,300

157,551,300

91,099,821

（うち一般正味財産
からの充当額）

当期末残高

95,133,700

721,326,830

8,639,000

8,637,584

525,153,928

10,000,000

29,789,100

197,340,400

科　　　目 前期末残高

166,188,884

197,340,400

当期増加額

553,775,530

18,639,000

0

0

197,340,400

99,464,685516,789,064

177,714,685

78,250,000613,339,000

1,130,128,064

738,603,414

(8,637,584)

375,055,085

(0)

(0)

－

－

－
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４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

　ソフトウェア

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

基本財産　投資有価証券

特定資産　投資有価証券

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

経常収益への振替額

受取寄付金 (奨学事業等寄付金充当額)

受取寄付金（開府４００年寄付金充当額）

利付国庫債券１７０回　20年(額面１千万円) △ 1,268,000

30,000,000 30,444,420 444,420

74,691,200 69,240,000 △ 5,451,200

福井県公募公債２８年度１回　20年(額面１億円)

大阪府公募公債３９８回　10年(額面３千万円)

36,672,000

利付国庫債券１６４回　20年(額面９千９百万円)

100,000,000 90,630,000 △ 9,370,000

1,724,100

59,40030,099,600

986,982,644

43,465,000 △ 6,806,500

51,964,100

30,159,000

91,697,364

20,090,000

98,464,330

50,240,000

90,000

1,021,893,149合　　計

20,000,000

99,604,000 98,140,000

50,271,500

福岡市公募公債２７年度６回　20年(額面３千万円)

利付国庫債券１７４回　20年(額面２千万円) 19,820,800 17,428,020

△ 34,910,505

△ 3,714,000

△ 174,877

関西電力社債５３２回　5年(額面１億円) △ 58,667

△ 6,766,966

128,340

中部電力社債５０１回　10年(額面１億円) 100,371,375

10,013,000

北海道電力社債３４６回　5年(額面１億円)

99,957,800

100,003,600100,178,477

40,386,000

8,745,000

58,862,340

利付国庫債券１５７回　20年(額面４千万円)

利付国庫債券１７８回　20年(額面５千万円)

種類及び銘柄 帳簿価額 時価

地方公共団体金融機構債券１１８回　5年(額面１億円)

利付国庫債券１５２回　20年(額面５千万円)

新潟県公募公債２７年度１回　10年(額面２千万円)

利付国庫債券１７９回　20年(額面８千万円)

減価償却累計額

合　　　計

内　　　容 金　　額

7,283,304

3,497,920

161,600

△ 2,392,780

評価損益

科　　　目

10,781,224

△ 1,464,000

地方公共団体金融機構債券１１９回　5年(額面６千万円) 58,734,000

△ 51,375

100,016,467

鉄道建設・運輸施設整備支援機構債券１２６回　5年(額面４千万円) 39,002,400 39,164,000

取得価額

100,320,000

合計 2,178,000 108,900 2,069,100

当期末残高

2,178,000 108,900 2,069,100
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１．基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記の２．において記載している。

２．引当金の明細

該当事項なし。

計 算 書 類 の 附 属 明 細 書

13



公益財団法人　長岡市米百俵財団

第四北越銀行　 運転資金として

長岡市役所支店他 ゆうちょ銀行 ( )

　　　　振替口座　№00600-0-17390 11,000

第四北越銀行　長岡市役所支店

　　　　普通預金　№2011487 19,853

30,853

頒布用出版物として （ ）

米百俵読本　 6,329冊

英語版　　　 　 336冊

日本語版｢米百俵｣

651冊

米百俵～その先の未来へ～

1,868冊

【 】

（ ）

（内訳）

利付国庫債券152回(額面５千万円) 50,240,000

大阪府公募公債398(額面３千万円) 30,099,600

新潟県公募公債27/1(額面２千万円) 20,000,000

福岡市公募公債27/6(額面３千万円) 30,000,000

利付国庫債券157回(額面４千万円) 40,386,000

福井県公募公債28/1(額面１億円) 100,000,000

利付国庫債券164回(額面９千９百万円) 98,464,330

利付国債債券170回(額面1千万円) 10,013,000

利付国庫債券174回(額面２千万円） 19,820,800

利付国庫債券178回(額面５千万円） 50,271,500

利付国庫債券179回(額面８千万円） 74,691,200

99,604,000

58,734,000

39,002,400

小　計 721,326,830

（ ）

（内訳）

ゆうちょ銀行　定額郵便貯金

8,639,000

小　計 8,639,000

8,639,000

738,603,414

116,920,473

604,406,357
うち83.79％は、公益目的保有財産であり、運用益を米百俵の精神に
基づく人材育成事業の財源としている。

　№51250-468871-02      

      

    

    基本財産

  投資有価証券

   流動資産合計

  

  

    

    

財産目録

令和６年 ３月３１日現在

      

  棚卸資産

  (流動資産)

（単位:円）

貸借対照表科目 場所・物量等

30,853

現金預金

使用目的等 金        額

721,326,830

4,032,615

4,063,468

2,736,606

716,379

365,643

213,987

（共用資産）

  

  

  (固定資産)

  

      

  ゆうちょ銀行

地方公共団体金融機構債券119回(額面６千万円)

鉄道建設・運輸施設整備支援機構債券126回(額面４千万円)

（共用資産）

利付国庫債券他

うち16.21％は、管理運用財産であり、運用益を管理運営費の財源と
している。

うち83.79％は、公益目的保有財産であり、運用益を米百俵の精神に
基づく人材育成事業の財源としている。

1,400,302

地方公共団体金融機構債券118回(額面１億円)

うち16.21％は、管理運用財産であり、運用益を管理運営費の財源と
している。

7,238,698

定期預金
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（ ）

（内訳）

第四北越銀行長岡市役所支店

8,637,584

小計 8,637,584

【 】

（ ）

（内訳）

第四北越銀行　長岡市役所支店

10,000,000

第四北越銀行　長岡市役所支店

15,000,000

第四北越銀行　長岡市役所支店

169,302,837

第四北越銀行　長岡市役所支店

30,088,433

第四北越銀行　長岡市役所支店

20,000

176,339

100,016,467

100,178,477

100,371,375

小　計 525,153,928

奨学金の無償貸与 （ ）

【 】

（ ）

奨学金管理システム等未払分 （ ）

第四北越銀行長岡市役所支店

     正味財産 1,863,366,741

     負債合計 2,978,469

525,153,928

定期預金　　№181494

    特定資産

    

普通預金　   №42660

      

      

  未払金

奨学生451名

  

奨学金貸付金

  (流動負債)

2,978,469

1,862,281,742

2,978,469

     資産合計 1,866,345,210

2,069,100奨学金管理システム

    その他固定資産

   流動負債合計

  ソフトウェア

  

普通預金　№125167

596,455,300

   固定資産合計

関西電力社債532回(額面1億円)

北海道電力社債346回(額面１億円)

北銀ソフトウェア株式会社

中部電力社債501回(額面1億円）

普通預金  №120648

定期預金　　№6003644    

  

  

普通預金　№2035550

  奨学事業積立資産 第四北越銀行

1,121,609,228

    

  

長岡市役所支店他

長岡市役所支店

うち16.21％は、管理運用財産であり、運用益を管理運営費の財源と
している。

うち83.79％は、公益目的保有財産であり、運用益を米百俵の精神に
基づく人材育成事業の財源としている。

（共用資産）

7,237,511

第四北越銀行

2,069,100

  普通預金

　　　　普通預金　№120648

交付者の定めた使途に充てるために保有している資金であり、米百
俵の精神に基づく人材育成事業の財源として使用している。

  

1,400,073

8,637,584
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